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【報告概要】 

 原価企画は，日本で開発され発展した原価管理の手法であり，日本企業の競争優位をも

たらした源泉の一つである（加登，1993；卜，2001）。1980年代末頃までは，原価企画活

動は主に日本国内で行われていた。しかし，1980年代後半から，欧米との貿易摩擦の回避

や円高への対応のために，日本企業の海外直接投資による現地生産が急速に行われるよう

になった。1990年代に入り，さらなるグローバル化の進展に伴い，単なる生産機能の現地

化のみならず設計，開発さらには研究といった機能の海外移転が進んでいる。それととも

に，様々な日本的な生産技術や管理技術も海外へと移転されるようになった。こうした中

で，原価企画も日本的管理技術として海外に移転し始めた。 

 一方，近年原価企画が海外に紹介され，世界的にも注目されるようになっている。特に

アメリカやドイツ等においては，学界による研究が盛んに行われると同時に，一部の企業

は，原価企画を日本企業の強さの秘密として認識し，それを積極的に取り入れつつある（岡

野，1998）。 

 以上のような状況を背景に，原価企画の海外移転に関する研究が行なわれるようになっ

てきている。これまでの研究では，原価企画の海外移転が様々な困難に直面しており，必

ずしも順調に行なわれていないことが明らかにされている（日本会計研究学会，1996；伊

藤，1999）。しかし，それらの困難の源泉およびその克服策については，十分に研究され

ているとは言い難い。 

  そこで，本報告では，原価企画の海外移転の困難性に焦点を絞りながら，原価企画の海

外移転に関する一つの分析枠組みを構築することを試みる。まず，原価企画の海外移転に

関する先行研究を概観することによって，原価企画の海外移転の実態を明らかにすると同

時に，上述した先行研究の問題点を指摘する。次に，Rogers(1983)とWinter(1987)の研究

を参考に，技術移転の困難性を評価するために，技術の特性を表す三つの次元，すなわち

両立性，明示化可能性およびシステム依存性を提示する。さらに，こうした三つの次元を

用い，原価企画の三つの構成部分，すなわち考え方，ツールおよび展開方法から原価企画
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の特性を分析する。それによって，原価企画は両立性と明示化可能性が低く，システム依

存性が高いという特性を有し，原価企画の海外移転の困難性はこれらの特性に起因するも

のであることを明らかにする。また，原価企画の海外移転を困難にしている各要因に対し

てそれぞれの克服策を提案する。最後に，残された問題点や今後の研究課題を提示する。 
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